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考　案　説　明　書
	1. 考案の名称
	


	2. 考案の動機

従来方式の
問題点　等
	





	



3. 考案内容
	［構造、使用状況等の分かり易い写真及び図面を添付してください］








	
4. 考案の効果

	



	5. 特許・実用新案
〔出願〕
有　・　無
	名　　　称：
出願者氏名：
出願年月日：
出願番号　：

	6. その他
　考案期間、費用
実用化状況等
	


作成要領；1 ）考案説明書は、本用紙と同じ内容（1．考案の名称～6．その他）であれば別紙（A4又はA3）でもかまいません。但し、1 件1 葉とします。考案説明書は電子データ等でも可能です。
２）詳細説明文が長い場合は間隔を調整するか別用紙( A3 又はA4 判）を添付してください。
３）考案の内容、構造、使用状況等の分かり易い写真（高解像度）及び図面を添付してください。
４）考案の効果は、安全性向上・作業効率・時間・費用低減等、具体的、数量的に記載してください
５）特許、実用新案は、有、無いずれかを○ で囲み、「有」の場合は右欄に内容を記入してください。
６）その他は、考案・製作に要した期間・費用とその後の展開等を記入してください。
